






















































第 1 章 内モンゴルの牧畜産業史 
 












ながら、中原と北方の交易場になっていたことは確かである。（福井勝義, 谷泰, 1987） 






を行ったものではなかった。前 127 年、さらに河南地域（黄河の南）を占領し、10 万人を
送り出して移住させた。前 120 年、山東地域での水害により、大勢の農耕民が災害難民と
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なり、甘粛と内モンゴル地域に 70 万人の難民を移住させた。前 110 年、現在の内モンゴル


































牧民の移動範囲を狭めることであった。明朝 1570 年から 1582 年までの間に約 71 万人の農
耕民族を河套地域に移入させた。清朝 1902 年から 1908 年の間で内モンゴル地域の東部地
域で 160 万 ha の草原が開墾された。中華民国時代に入ってからも、「蒙地漢化」政策が引
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き続き行なわれ、1911 年に 150 万人であった内モンゴル人口は 1949 年時点では 600 万人
に超え、モンゴル族と農耕民族（主に漢民族）の人口比は 1：6 であったと記録されている。




























て、牧畜民は家畜の数を増やすことなり、家畜数は 1947 年の 773.7 万頭から 1965 年まで
に 3,330.8 万頭へ 430％の増加を示している。また、内モンゴル地域に定住した農耕民も生
産の増加を強いられ、1976 年まで 206.7 万 ha の草原が開墾された。こうして内モンゴル地
域では過剰な放牧や過度な開墾が行われ、今日の内モンゴル地域は草原の生態系の破壊や
草原の砂漠化問題に直面することとなった。（福井勝義, 谷泰, 1987） 
 1972 年、中国政府は国連人間環境会議「ストックホルム会議」に参加し、当時の先進国
の環境問題の深刻さを認識したことから、中国政府も自国の環境問題を認識するようにな
った。そして環境問題の解決や問題解決のため、翌年の 1973 年には第 1 回「全国環境保護
22 
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会議」が開催された。 
 
第 3 節 中国の環境政策史 
 
 中国の環境政策は、全国環境会議の開催を区切り目にして大きく四つの段階に分けられ
る。まず、第 1 段階は 1973 年から 1982 年で、環境管理制度や体制を準備する段階である。
第 2 段階は 1983 年から 1988 年で、法整備が行われた段階である。第 3 段階は 1988 年から
1995 年で、環境管理制度が曲りなりにも確立した段階といえる。1996 年には第 4 回の全国
環境会議が開催され悪化した生態系の改善へ向けて努力することになった。 
  




































第 2 期 環境保護制度整備の期間〈1983 年から 1988 年〉 
 
1979 年以降の改革開放政策により飛躍的な経済成長を遂げた反面、環境汚染が表面化し
た時期でもある。1983 年に第 2 回全国環境保護会議が開催された。ここでは、環境保護政
策は人口問題解決に次ぐ国の政策であることが明確化に示され、環境問題の深刻化に対す
る危機感が伺える。この全国環境会議の前後から、相次いで様々な環境保護関連法が整備











第 3 期 環境保護制度の確立の期間年〈1989 年から 1995 年〉 
 
1989 年に第 3 回全国環境保護会議が開催され、以下に示すような 5 項目（上記 3 項目と
合わせて 8 項目）の環境管理制度が確立した。1989 年には日本の「環境基本法」に相当す
る「環境保護法」が制定された。この法律は都市部の環境保護の法的理念を述べたもので
ある。農村部での環境保護の取り組みは今後の課題とされている。 











KGPS Review No.18 November 2012 
環境保護委員会が都市環境の定量的評価を行う。都市部の環境問題が深刻化してきたこ
とに対応している。環境保護委員会は｢都市環境総合整備定量審査指標｣(環境質量指標
37 ポイント、環境汚染制御指標 37 ポイント、環境建設指標 26 ポイント)を定め、全国














である。1994 年には中国版アジェンダ 21（21 世紀に向けての環境保護への取り組みのこ
と)を発表し、環境重視の姿勢を明確化した。 
 
第 4 期 生態系の改善へ向けて<1996 年以降> 
 









第 2 章 中国の砂漠化 
 
 1993 年の調査によれば、中国では砂漠と砂漠化地域の合計が日本の国土の 4 倍の広さに
当たる 153 万 km2ある。半砂漠地域はその数倍はあると言われている。統計資料は不十分
であるが、この 30 年間に、内モンゴル地域から河北省にかけて少なくとも 10 万 km2が砂
漠化し、最近も毎年 1.4 万 km2ずつ拡大し続けていると言われている。1977 年に「砂漠化
の危機が極めて深刻な国」のひとつに挙げられており、中国政府も砂漠化防止を大きな政
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た。その結果、1949 年の解放当初は 1.1 万 km2程度に過ぎなかった毛烏蘇砂漠が、1974 年
には 3.5 万 km2まで一挙に拡大した。現在ではすでに 4.0 万 km2に達し、中国の砂漠の 3.1％
を占め、年間 0.1 万 km2の速度で砂漠化しているといわれている。（吉川賢, 2004） 
 
第 1 節 中国の砂漠化の分類 
 
 中国の砂漠化は①砂質草原の砂漠化、②固定砂地砂丘の活発化および③砂丘の前進、侵
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表 1. 中国の砂漠化地域の類型 
砂漠化発生の性質 面積（万㎢） 砂漠化地域に占める比率（％） 
砂丘草原の砂漠化 7．44 42．2 
固定砂地砂丘の活発化 9．22 52．2 
砂丘の前進、侵入 0．94 5．5 
「中国の砂漠化」吉野正敏 1997 より 
 
表 2. 中国北方地域の砂漠化の形成要因の類型 
砂漠化地域の形成要因の類型 面積（万㎢） 砂漠化地域に占める比率
（％） 
草原の開墾を主とする 4．47 25．4 
草原の放牧を主とする 4．99 28．3 











「中国の砂漠化」吉野正敏 1997 より 
 




砂漠化地域の人口増加率は年平均 3.08％であり、平均人口密度が 1949 年の 10～15 人/km2
から 1980 年の 40～60 人/km2まで増加した。高いところでは 80 人/km2に達する。人口の
増加は、土地資源の利用に拍車をかけ、草原を開墾し、草原放牧の負担を大きくした。1950
年代の家畜１頭当たりの平均占有草地 333.5a から 1970 年代後期の平均占有草地の 100a～







定砂地の開墾は図 3 のように砂漠化していく。（小長谷有紀, 2005） 
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（朱 震达 1989） 






















（朱 震达 1989） 












（朱 震达 1989） 







イマン）地域では、1966 年から 1977 年の間に 80％以上の草原が開墾され、この結果、草
原生態の退化や草原の砂漠化面積は 1950 年代から 1970 年代までの間に 13.7％から 30％に
拡大した。 
 

















西井子 60 42 7 33 18 
小白林 30～60 40 － 48 12 
   （朱 震达 1989） 
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 砂漠化地域の形成後、頻繁な風砂活動が近隣の農地へ悪影響をもたらす。哲里木（ジェ




















（朱 震达 1989） 
 






ホルチン草原の科左後（カツォホー）旗では綿羊 1 頭当たりの草地が平均 100a から 30a
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化する。正蓝（ツンラン）旗を例に挙げると、流砂の面積が 1950 年～1960 年代の 2％から
1970 年～1980 年代の 27％まで拡大した。渾善達克（フンシャンダク）地域の砂漠化はこ
のような特徴を持つ。西乌珠穆沁（シーウツゥムチン）旗の嘎化鄂勒蘇（ガーリオルス）
の波状砂質の緩やかな丘陵地域の砂漠化には類似した特徴があり、流砂の面積が 1950 年代











 1930 年代から 40 年初めにかけ、原野開放、開墾募集の政策が引きつづき実行され、商
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1930 年代末期 8．6 103．9 16．6 ― 
1940 年代末期 16．2 147．3 23．6 5．4 
1980 年代末期 32．2 329．2 51．9 32．4 










積がその地域の 12％をしめていたものが 1986 年にはすでに 38％に達し、景観上からも、
耕作可能な風食粗大化の農地から耕作不可能な片状流砂が覆う土地に変化した。 
 










1937 年 500 78．5 37、932 47．2
1949 年 451.6 69.0  180,129 12.2










ャオ）では、1950 年代は砂漠化が著しくないないが、1960 年代末には、人口が 296 人から
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第 3 章 中国における草原生態系の保護 
 
 草地面積の減少はすでに総面積の 85％に達し、そのうち明らかに減少している草地は
6,000万ha に及んでいる。また毎年130万ha～200 万ha の早さで継続的に拡大している。
このほか、1958 年の以来、開墾された草原 1,850 万 ha、造成された草地 2,500 万 ha が減
少もしくは砂漠化している。このうち 800 万 ha は減少し、永久的に砂漠となった。この
両者に加えて重度の減少は年平均 200 万 ha 以上に及んでいる。（「草原牧区遊牧文明論集」, 
2000） 
 中国は人口が多く、食糧生産は建国以来の最大の課題でもあった。内モンゴル地域では
1949 年から 1980 年まで、現有の草地の 3 分の 1 が開墾され、農地総面積は 746.3 万 ha、
一人当たりの耕地は中国平均の 3 倍を超え中国一となっている。また、内モンゴル地域に







 中国で草原生態系の保護を行うようになったのは 1980 年頃からのことである。確かに、
草原地域とその他の農業地域との相違性について、建国当初から知られていたが、当時の
35 







・ 1979 年 8 月 9 日 鄧小平「植草及び牧畜業の発展に関する談話」 植草による草原植
生被覆率の向上を図る 
・ 1980 年 3 月 22 日 国務院「牧畜業の発展加速に関する国務院農業部報告」 草原合
理的な利用による草原保護 
・ 1981 年 第六期 5 ヵ年計画において、牧畜業の構造改革による食肉類の生産量の増加
と人口草場の 3 倍増計画が標榜となる 
・ 1980 年～1982 年に内モンゴル地域では段階的に家庭生産請負制の実施が始まる 








































 錫林郭勒（シリンゴル）草原は内モンゴル地域の中部に位置する人口は 90 万人（2000
年）、面積 20.2 万 km2地域である。モンゴル族は総人口の 27％を占める。 
 2002 年、「囲封転移戦略」によって、錫林郭勒（シリンゴル）地域では全面積の 27％に
















































・保護草原の建設 6,328 万 ha 
・囲い込み放牧地 1,900 万 ha 
・輪番放牧地 1,760 万 ha 
・草原建設 2,668 万 ha 
・空中播種 250 万 ha 
・草地改良 2,185 万 ha 






牧草として示した。この企画が実施されれば、牛羊肉の生産量は 2 倍になり、2010 年には








表 7. 中国北・西部の草地面積 








黒竜江 753 16.57 608 1926 40.61 
吉林 584 30.6 438 1,111 22.63 
遼寧 339 23.23 324 532 23.47 
内モンゴ
ル 
7,881 68.81 6,359 4,420 238.88 
寧夏 
 
301 58.19 263 147 20.1 
甘粛 1,790 42.07 1,607 1,104 82.69 
青海 
 
3,637 51.36 3,153 2,900 41.35 
新彊 
 
5,726 34.68 4,801 3,225 43.33 
四川 
 
2,038.2 42.44 1,770.5 4,439 24.37 
チベット 8,205 68.1 7,085 2,708 5.6 
    （劉 江 2001） 
 




草原の過剰な利用は長期にわたっているが、1990 年代初めまで 40 年間の草原に対する
投入資金の不足は 1ha 当たり 0.45 元であり、1ha 当たり草原の産出は 15～30 元に上った
39 






劣化は開墾によってもたらされた。1950 年代以降、1,334 万 ha の草原が開墾された。その
うち 50％近くが生産力を逐年低下させ、裸地あるいは砂地になり荒廃した。1986 年以降の
10 年間に黒竜江、内モンゴル、新彊、甘粛 4 省で 174 万 ha の草原が開墾されたが、その
49.2％は荒廃し、砂漠化した。内モンゴル伊克昭盟では 40％の土地が開墾により砂漠化し
た。また管理が充分行き届かず、過剰利用によって植生の状態が悪化すると、草原の土壌






3,500kg/ha の干し草が得られる。平均的には 2,000～2,500kg/ha の収量がある。 
・北部温帯地域では、600～2,200kg/ha である。 
・中部の典型的な草原では、900～1,600kg/ha である。 
・ 西部ステップでは、600kg/ha の干し草収量がある。 
これらの違いは年間降水量が 100mm異なるごとに 400～500kg/haの干し草収量の差があ
ることを示している。黄土高原およびその西部では、草原の荒廃が進み、年間の干し草生














羊の飼養頭数でみると、全国平均の草原載畜頭数は 1ha 当たり 1.30 頭であるが、温帯の
荒漠草原では 0.32 頭/ha であり、青蔵高原の寒冷地草原では載畜能力が低く 1.19 頭/ha であ
る。同じ青蔵高原地域においても高地寒冷草原では 0.35 頭/ha であり、高地寒冷荒漠草原
40 
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               （『中国植物大辞典』1997 より） 
図３ 中国の植生分布 
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Abstract: 
    This article describes and analyses the policies for environmental protection in the Inner Mongolia 
Region, China. It also analyses the history of social and natural change with special reference to culture 
of the area. It also pays attention to environmental issues of the area based on the people’s customs and 
tradition. Firstly it comprehends the people’s culture, society and environment, and describes about way 
of thinking in the local government and the pastoral people in the area. As a result, outline of the policy 
for environmental protection is clarified. The author examines that the policy has an effect on the culture 
and environment of the area. The author also considers whether the present policy for the environment is 
effective or not.    
 
Key wards: Inner Mongolia, desertification, pastoralist, ecological emigrant policy, grassland law,  
over grazing 
    
